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　縦１３８センチ、横４９センチの軸装で、隠元が８

１歳のときの遺墨です。悟境に達した老僧の風格が感

じられる作品です。 

　即非如一は中国の僧で、書道に優れ、江戸時代の唐

様流行に影響を与えた人物です。この書は、一気呵成

に書き上げ、禅僧の気概が紙面一杯に溢れ、生気が躍

動している作品です。 

　岡地区八上神社裏山の中核にある普大寺の墓地に、

この付近ではあまり見かけない大きな板碑が立てられ

ています。この板碑は砂岩で、高さ約１.８メートル。

応永３年（１３９６）の記念名があります。これらの

板碑は追善供養などのために、寺院、境内、墓地、街

道の四辻などに建てられました。昭和５１年に上富田

町有形文化財として指定されています。 

　宝篋印塔は、五輪塔と同じく石塔の一種で、多くは

墓碑とか供養のために建立され、鎌倉時代から江戸時

代にわたり各地でさかんに造られた。岩田田熊祇園神

社境内の宝篋印塔は明和9年（1772）の建立でおそら

く町内では最大のものであろう。 

紙本隠元隆　一行書 紙本即非如一一行書 

板碑 宝篋印塔 
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　阿吽（あうん）の一対で材質は檜一木造り、両頭とも彫

り深く、ことに頭部の彫刻がすぐれている。両脚のふんば

りもよく体部に波形の彫りを入れ彩色を施したようである。

室町時代から江戸時代（1600年代）のものと思われる。 

　御身体として２２躯の御神像が祭祀されています。

いずれも神名は不明ですが、藤原・室町期とみられる

１１躯は、昭和４５年に県指定文化財と指定されてい

ます。これらの神像は、神社合祀以前、稲葉根王子に

安置されていたといわれています。 

　この王子は、鎌倉時代初期の建仁元年（１２０１）

後鳥羽院の熊野行幸に供奉した藤原定家の日記に「ヤ

カミ王子」とあり、古くから敬われていました。歌人

としても有名な西行法師が熊野詣の途中、桜を詠んだ

歌が山家集にみられます。 

　　　待ち来つる　八上の桜 

　　　　　咲きにけり　荒くおろすな　三栖の山風 

狛犬一対 

岩田神社の神像群 八上王子跡 
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　昭和４７年に無形文化財として県指定された岡の獅

子舞は、「獅子舞田楽」と呼ばれて安政年間に日置川

町に伝わっていた、古座流を取り入れたものです。幣

の舞など２０余通りの種目を伝えており、代々若者に

よって伝承されています。 

岡の獅子舞 

資料　産業建設課 

名　　称 

岡川町内会館 

方鹿町内会館 

射矢ノ谷町内会館 

尾崎町内会館 

中島集会所 

小郷町内会館 

立平町内会館 

中島住宅集会所 

下田熊町内会館 

三宝寺町内会館 

深見町内会館 

大坊第2町内会館 

奥草町内会館 

大坊第1町内会館 

元ノ尾会館 

場　　所 

岡 

岩田 

岡 

岩田 

岡 

岡 

岩田 

岡 

岩田 

岩田 

岡 

岩田 

岡 

岩田 

岡 

設立時期 

昭和49年 

昭和51年 

昭和51年 

昭和53年 

昭和53年 

昭和54年 

昭和55年 

昭和59年 

昭和60年 

昭和60年 

平成5年 

平成6年 

平成9年 

平成14年 

平成15年 

構　　造 

木造　平屋建 

木造　平屋建 

木造　平屋建 

木造　平屋建 

木造　平屋建 

木造　平屋建 

木造　平屋建 

壁パネル構造　平屋建 

木造　平屋建 

木造　平屋建 

木造　平屋建 

木造　平屋建 

鉄骨　２階建 

木造　平屋建 

木造　平屋建 

面　積(㎡) 

49.00 

52.80 

57.70 

52.70 

52.80 

55.80 

139.00 

19.44 

72.60 

76.44 

73.85 

99.79 

132.77 

72.77 

69.32
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